
東日本大震災と東京電力福島第一原子力発電所事故から15年の年。
犠牲となった方 を々悼み、震災の記憶を伝承し、福島の今を発信するイベントを開催いたします。

会
場
東日本大震災・原子力災害伝承館
〒979-1401 福島県双葉郡双葉町大字中野字高田39

●入館料●　一般大人 600円　小中高生 300円

日
時

令和8年

3 7・8土 日 ほか 水311
［先行イベント］ ［追悼イベント］

3.11追悼復興祈念行事
「キャンドルナイト」
場所 伝承館アーカイブ広場

14：00～19：30

3.11
メモリアルイベント

2026

無料

お子様から大人まで、
原発事故の歴史を劇で学べます。

②東日本大震災追悼復興祈念式LIVE中継

①語り部講話 場所 1・2回目：エントランスホール／3・4回目：研修室

東日本大震災の「語り部」が当時の体験や思いを語ります。
※通常、有料入館の方だけのプログラムですが、3/11当日は無料となります。

福島市で開催される式典の様子を
LIVE配信します。

⑤追悼花火

東日本大震災から15年が経つ
この日に、追悼の意を込めて
火を打ち上げます。

④劇団による震災テーマの演劇 完全書き下ろしオリジナルストーリー

【タイトル】「Draw（描く) －夢のエネルギー工場の村の物語－」
【出演者】安里彩矢　枝川吉範
【脚本/演出】梅村広明
福島第一原子力発電所の歴史を題材にした演劇。テーマは「経済発展によって
失われた自然や命の代償」、「家族との信頼や希望の喪失」

1回目10:00～10:40
2回目11:15～11:55

3回目13:15～13:55
4回目15:00～15:40

場所 エントランスホール  14：30～15：40
③高村昇館長（長崎大学教授）のメッセージ

東日本大震災と福島第一原子力発電所事故から15年。
14時46分の黙祷後に高村館長がメッセージをお伝えします。

※黙祷終了後場所 3階海のテラス  14：46

場所 シアタールーム  17：30～18：20

場所 伝承館屋外（東側）
18：30～（予定）

●追悼イベント● 3月11日（水）

伝承館内の
展示見学には
入館料が必要
です。

※伝承館展示室の最終入館（プロローグシアター上映）は16:30となります。

●常磐双葉ICからクルマで ……………約10分
●JR双葉駅からシャトルバスで ……… 約5分

大熊IC大熊IC

双葉駅双葉駅
常磐双葉IC常磐双葉IC

双葉町
常常
磐磐
自自
動動
車車
道道

双葉町産業交流
センター（F-BICC）
双葉町産業交流
センター（F-BICC）

6

288

常常
磐磐

JRJR

線線

常磐
富岡IC
常磐
富岡IC

東日本大震災・
原子力災害

伝承館

［主催］福島県相双地方振興局

3階海のテラス3階海のテラス
語り部講話語り部講話

先着
60名程度

お申し込みは
　こちらから

【申込受付】
2月 9 日（月）12：00～
2月28日（土）17：00
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3月1日（日）～3月30日（月）

■初沢亜利 写真展『FUKUSHIMA序章』
　　　　　　　―原発20km圏内の営み―
初沢亜利氏が福島12市町村の住民と深く対話・
交流した50日を記録した写真等を展示します。

■『風と書の対話記』 
中江有里氏が福島への想いを対談している様子
をモニターに投影し展示します。

■開沼博「地域の復興の音の記録」
　　　　　　　　サウンドスケープを展示
●サウンドスケープ（音の風景）を展示します。
●福島第一原子力発電所の中の音や復興作業の
音などを聞くことがきます。

①震災15年ミニコンサート
　11：00～12：00
双葉町出身で県外に避難している
歌手がふるさとを想って歌います。

手話通訳付きの語り人（べ）口演
や聴覚障がい者による手話語りを
行います。

②手話で語る「ふくしま」
　～手話による
　　  語り人（べ）育成講座発表会～
　14：00～15：30

〒960-8670 福島県福島市杉妻町2番16号　　☎024-521-7784

【お問合せ】
福島県企画調整部文化スポーツ局生涯学習課
※花火・キャンドルナイトは天候により中止する場合があります。
※写真は全てイメージです。

2月18日（水）～2月28日（土）

①講演
　『わたしと福島と未来』 
　13：00～13：45
浪江町と東京都に拠点を
構え、様々な活動を行う
中江氏が福島の自然・文
化の良さや復興の歩みに
ついて語ります。

②トークセッション
　『記憶から未来へ―福島の歩みとこれから』14：00～14：45
地元住民を招いたトークセッションにて、今の福島の日常について発信
します。

■中江有里（俳優・作家）講演＆トークセッション
3月7日（土） 3月8日（日）

[主催] 東日本大震災・原子力災害伝承館

[主催] NPO法人富岡町3・11を語る会

［主催］大熊未来塾、おおくまふるさと塾、
　　　　福島大学地域未来デザインセンター

［共催］大熊町、大熊町教育委員会

●関連イベント●

●先行イベント● 場所 エントランスホール

■未来への手紙パネル展
震災と原発事故について学んだ県内の中学生の素直な
想いを募集し、集まった1,475通の作品の中から3作品
を展示します。

■竜田一人作 
　「いちえふ 福島第一原子力発電所労働記」
　マンガ原画展
東日本大震災後の福島第一原子力発電所
作業員の過酷な日常等を描き、イギリス・
ロンドンの大英博物館収蔵作品にもなっ
たマンガ『いちえふ』の著者、竜田一人
氏のオリジナル原画展です。

開催中～3月30日（月）

■熊町小パネル展
熊小がある。これまでも、これからも。
　～未来にのこしたい わたしたちの学び舎～

3.11 伝承ふくしま

イベントは予告なく
内容・時間が変更に
なる場合があります。
最新の情報はHPを
ご確認下さい。

1月31日（土）～2月8日（日）
［共催］
株式会社Wasshoi Lab、経済産業省、
東日本大震災・原子力災害伝承館

県内12市町村で活動する事業者や
芸術家の事業紹介や作品展示、
ワークショップを実施します。
詳細はこちらから
https://hamacul-project.com/

■HAMACUL ART WEEK
ハマカル アート ウィーク

1月18日（日）～2月28日（土） ※一部展示は
　3月末まで

中江 有里 氏
写真家

初沢 亜利 氏
東大大学院准教授
開沼 博 氏

登壇者（トークセッション）

【展示】
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